
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
が

人
々
の
生
活
を
変
え
る

文
⃝
光
石
達
哉

豊
富
な
も
の
の
、
安
全
に
対
す
る
意
識

は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
た
と
え

ば
、
工
事
現
場
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安

全
靴
の
着
用
は
一
般
的
で
は
な
く
、
服

装
の
安
全
規
定
も
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
工
事
現
場
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲

う
こ
と
も
な
く
、
関
係
者
以
外
が
立
ち

入
っ
て
く
る
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
だ
っ

た
。
J
I
C
A
は
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
側
に
安
全
管

理
を
熱
心
に
働
き
か
け
て
、
安
全
装
備

の
着
用
や
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を
徹
底
し

た
。
こ
う
し
た
安
全
対
策
の
取
り
組
み

は
、
デ
リ
ー
以
外
の
地
下
鉄
工
事
で
も

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
ド
全

体
に
波
及
し
て
い
る
。

　
ま
た
用
地
取
得
・
住
民
移
転
に
つ
い

て
も
、
J
I
C
A
が
環
境
社
会
配
慮
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
丁
寧
で
慎
重
な

対
応
を
行
う
こ
と
に
関
し
、
イ
ン
ド
側

に
は
当
初
、「
な
ぜ
そ
こ
ま
で
必
要
な
ん

だ
、
短
期
間
で
進
め
た
方
が
工
期
に
間

に
合
う
じ
ゃ
な
い
か
」と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
し
か
し
「
住
民
の
理
解
を
し
っ
か

り
得
て
、
彼
ら
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
は
公
共
事
業
の
基
本
。

結
果
的
に
工
期
遅
延
も
防
げ
る
し
、
開

発
効
果
の
早
期
の
発
現
に
つ
な
が
る
」

と
説
得
し
続
け
て
理
解
を
得
た
。

　
メ
ト
ロ
の
完
成
に
よ
っ
て
市
民
の
生

活
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

ま
で
日
常
の
足
だ
っ
た
バ
ス
、リ
キ
シ
ャ

は
つ
ね
に
渋
滞
の
影
響
を
受
け
、
事
故

や
犯
罪
を
心
配
す
る
人
々
も
い
た
が
、

デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
朝
6
時
か
ら
夜
11
時

ご
ろ
ま
で
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
、
冷

房
つ
き
で
快
適
。
女
性
専
用
車
両
も
あ

り
、
安
全
で
確
実
な
移
動
を
可
能
に
し

た
。
初
乗
り
10
ル
ピ
ー
（
約
16
円
）
と

バ
ス
に
比
べ
れ
ば
多
少
高
い
も
の
の
、

乗
客
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
「
整
列
す
る
」
と
い
う
習
慣

に
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
人
た
ち
だ
が
、

今
は
ホ
ー
ム
に
引
か
れ
た
線
や
駅
員
の

指
示
に
従
っ
て
整
列
乗
車
を
行
う
こ
と

が
身
に
つ
い
て
い
る
。
都
市
鉄
道
の
整

備
が
イ
ン
ド
の
人
た
ち
に
行
動
様
式
の

変
容
を
も
も
た
ら
し
た
の
だ
。
原
は
、

「
J
I
C
A
は
物
理
的
に
鉄
道
を
造
る

だ
け
で
な
く
、
安
全
対
策
や
完
成
後
の

社
会
的
影
響
を
含
め
た
協
力
を
行
っ
て

き
た
。
イ
ン
ド
社
会
の
変
革
と
ち
ょ
う

ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
致
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
の
で

す
」
と
説
明
す
る
。

　
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
公
社
は
こ
う
し
た

数
々
の
体
験
を
経
て
、
今
で
は
公
社
の

職
員
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
日
本
か
ら
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
も
と
に
、
イ
ン
ド
の
他
都
市
、
さ

ら
に
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
他
国
で
の
都
市
鉄
道
建
設
に

あ
た
っ
て
い
る
。

　
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
で
起
こ
っ
た
変
革
は
、

新
た
な
人
材
を
育
成
し
、
単
な
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
質
の
高

い
成
長
」
に
貢
献
し
て
い
る
。
今
後
も

そ
れ
を
必
要
と
す
る
街
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
続
け
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

し
た
。
こ
れ
は
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
公
社
の

初
代
総
裁
・
ス
リ
ダ
ラ
ン
氏
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
工
事
に
携

わ
っ
た
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
公
社
職
員
と
日

本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
真
摯
に
問
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
も
あ

る
。
ス
リ
ダ
ラ
ン
氏
に
つ
い
て
は
「
日

本
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
提
案
に
納
得

す
れ
ば
即
座
に
採
用
す
る
な
ど
、
プ
ロ

と
し
て
の
判
断
に
優
れ
て
い
た
。
彼
が

い
な
け
れ
ば
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
サ
ク
セ

ス
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
ら
な
か
っ
た
と
、

日
印
双
方
の
関
係
者
が
知
っ
て
い
ま
す
」

と
、
J
I
C
A
南
ア
ジ
ア
部
長
の
原 

昌
平
は
氏
の
功
績
を
話
す
。

デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
変
革
が

他
都
市
、他
国
へ
波
及

　
広
い
国
土
で
鉄
道
網
が
発
達
し
て
い

る
イ
ン
ド
で
は
、
土
木
工
事
の
経
験
は

約
　
年
で
築
き
上
げ
た

巨
大
な
地
下
鉄
網

　
急
速
な
経
済
発
展
が
進
む
イ
ン
ド
の

首
都
デ
リ
ー
は
、
同
時
に
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
に
も
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、

都
市
鉄
道
で
あ
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
だ
。

2
0
0
2
年
の
開
業
以
来
、
18
年
5
月

時
点
の
総
延
長
は
2
7
8
キ
ロ
と
、
東

京
メ
ト
ロ
の
1
9
5
キ
ロ
を
上
回
る
。

こ
の
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
整
備
に
日
本
は
、

1
9
9
5
年
の
計
画
段
階
か
ら
円
借
款

に
よ
る
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
ま
で
イ
ン
ド
の
イ
ン
フ
ラ
工
事

は
大
幅
に
工
期
が
遅
れ
る
の
が
「
当
た

り
前
」と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
デ
リ
ー

メ
ト
ロ
は
、
と
き
に
区
間
ご
と
の
完
工

予
定
を
前
倒
し
し
つ
つ
工
事
が
進
み
、

約
20
年
で
巨
大
な
都
市
交
通
網
が
完
成

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る「
質
の
高
い
成
長
」と
は
何
か
。

イ
ン
ド
の
首
都
の
新
た
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
、市
民
の
働
き
方
や
生
活
を
変
え
、

さ
ら
に
そ
の
変
化
は
他
の
都
市
や
他
国
に
も
広
が
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

デリーメトロの駅はとても清潔に保たれている。その上、定刻通り、朝早く
から夜遅くまで運行と、日本と比べても遜色がない。

乗客が整列乗車する
光景は日本と同じだ。
駅ではバリアフリー化
も進められている。

鉄道を建設する以上に難しいと言われる
のが維持管理。日本の企業のノウハウ
が活かされている。

男女格差がまだ残るイメージのインドだが、デリーメトロ
公社は女性も働きやすい環境づくりを推進している。

デリーメトロの女性専用車両。安心して通勤
できることから、女性が街に出て働きやすく
なった。

市
民
の
生
活
が

大
き
く
変
わ
っ
た

現
場
で

女
性
も
活
躍

3
SCENE

インフラ

「
人
間
の
安
全
保
障
」と「
質
の
高
い
成
長
」

20

プロジェクトを進めるなかで着実に高まってきたのが、工事現
場の安全対策。今では当然のように遂行されている。
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